
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 宮前 小学校 ）     学校番号 ０７１                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 本気で勉強しよう 心をみがき、体をきたえよう 人のためになろう        

目 指 す 学 校 像 

「笑顔あふれる宮前小」 
〇あいさつが響き合う学校 〇子ども一人ひとりが、生き生きと活動する学校 〇子どものために、全職員が共に励まし、力を合わせて働く学校 

〇絆を深め、保護者や地域の人々と協働する学校 〇明るく、清潔で、美しい学校 
     

          

重 点 目 標 

１ 学びの質の向上に：学校課題研修の推進と教職員の指導力の向上 
２ 子どもの発達や心のサポート：教育相談体制の充実 
３ 地域とともにある学校づくり：地域・保護者と絆を深める学校づくりの推進 
４ 教育環境の整備：安全安心な環境整備と施設管理 
５ 教職員のキャリア形成：プラントを活用した研修の推進と教職員の勤務時間の管理 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 
〇R6 全国学調の｢知識･技能｣では国語 6.7ｐ減･算

数 3.7ｐ増、市学調の｢知識･技能」において、国
語 10.2ｐ増･算数 0.3ｐ増であった。 
〇R6 全国学調の｢思考･判断･表現｣では国語 2.3p

増･算数 4.0p 減、市学調の｢思考･判断･表現｣にお
いて国語 5.1p減･算数 1.7p減であった。 
〈課題〉 

〇学習を振り返る経験はあるが、学び方は適切だ
ったか、その時間の課題を達成すために自分の学
習能力は満足するものか、達成できない際はどの

ような力が足りないのかという振り返りをできる
ようにするための手立ての検証。 

〇学校課題研修

｢学びのつながり

を意識して、自

分の考えを広げ

深められる児童

を育成」の推進 

〇教科部(国語･社会･算数･理科)ごとに

市教委より指導者を招き、研究授業・研

究協議会を実施する。また、研究授業者

以外の教員もいずれかの教科で授業を公

開する。 

〇R7 全国学調及び市学調の国語･算数の

｢知識･技能｣｢思考･判断･表現｣の自校結

果を R6 の値より向上させることができ

たか。 

〇各教科における｢宮前スタイル｣を全教

職員が日々の授業で実践できたか。 

○Ｒ６と比較して、Ｒ７全国学調の自校結

果は｢知識･技能｣で国語 11.3p増、算数

4.0p減、｢思考･判断･表現｣で国語 2.0p

増、算数 0.5p減であった。 

○各授業研究部で設定した宮前スタイルを

取り入れた授業実践をすべての教員が行

い、教職員間での参観も行った。 

Ｂ 

○「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実を通じた授業改善

は「宮前スタイル」を推進することで

進んでいるが、基礎学力の定着のため

にタブレット等を使った児童それぞれ

の課題解決の時間も確保していく。 
 

○全国学力学習状況調査の結果

で国語が大きく伸びたことか

らも評価できる。 

○ＩＣＴ機器の活用も進んでい

るようで評価できる。 

○学校課題研修の「個別最適な

学び」「協働的な学び」の研

究成果を知りたい。成果を公

表してはどうか。 

○もともとのシンプルな学び方

も大切にして、基礎学力の定

着も図ってもらいたい。 

〇｢学びの指標｣

を活用した教職

員の指導力の向

上 

〇｢主体的な学び｣｢探究的な学び｣｢ICTの

活用｣を意識した授業実践ができるよう

に、「学びの指標」集計システムを活用

し、指導・助言を行う。 

〇第２回目の｢学びの指標｣の集計結果の

全職員の平均値を、１回目と２回目を比

較し、上昇したか。 

○主体的な学び、探究的な学び、ＩＣＴの

効果的な活用、基礎的な授業スキルの全

４項目共に１回目から数値が上昇した。

昨年度の市の平均値と比較しても、全て

上回っている。 

Ａ 

○授業実践に重点を置いた学校課題研修

が授業の質の向上につながっている。

次年度もその点では継続し、新しいタ

ブレットの活用方法の研修も取り入れ

ていく。 
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〈現状〉 

〇心と生活のアンケート後の面談は時間を確保し

て児童一人ひとりと話を聞くことができている。

また、詳しく記録を残している。 

〇ＳＣ、ＳＳＷと担任の情報共有ができている。 

〈課題〉 

〇ＳＣ、ＳＳＷとの面談時間の優先の調整 

〇学びの多様化を図るための Solaるーむの充実 

 

〇教育相談体制

の充実 

〇教育相談主任を中心に、ＳＣ、ＳＳＷ

及び生徒指導主任、特別支援コーディネ

ーターと連携し、連絡調整、情報収集、

情報共有を行う。 

〇R7学校自己評価｢教育相談｣に係る項目

に肯定的な回答をする児童・保護者・教

職員・地域の方々の割合が R6 より増え

たか。 

 

○｢教育相談｣に係る項目では、肯定的な回

答をする児童・保護者・教職員・地域の

方々の割合が R6より増えているかほぼ同

じで高い評価であった。 
Ａ 

○いじめや不登校、生徒指導の相談体制

や情報共有は組織的に行うことができ

ている。今後も継続して、児童理解や

指導方法について推進委員会できめ細

かく検討していく。 

 

○ＳＣ，ＳＳＷを活用した教育

相談や地域の協力を受けての

Solaるーむの運営等に力を入

れていることは評価できる。 

○保護者を含む関係者が、児童

の状態や目標を共有するアセ

スメント（評価・分析）会議

を開催してはどうか。 

〇Sola るーむの

環境整備と運営

の充実 

〇Sola るーむに主任児童委員からボラ

ンティアを募り、説明会を実施後、入室

児童の見守りに参加してもらう。 

〇心地よく活動ができるよう机･椅子、

パーティションなどを配置し、書籍･ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝｸﾞｯｽﾞを整備する。 

〇全教職員が Sola るーむの運営につい

て理解し、協力体制が構築されたか。 

〇地域(主任児童委員)と協働しながら、

Solaるーむの運営ができたか 

○教育相談部が中心となり Solaるーむの運

営が軌道に乗った。学年や分掌によって

軽重はあるが、多くの教職員が協力でき

た。 

○主任児童委員の方と連絡調整をして、児

童の支援をしてもらえた。 

Ａ 

○Solaるーむで数か月過ごした後に、教

室へ戻れた児童もいたが、通常の学級

に戻るための保護者・児童との面談に

関しても方法を検討して定期的に実施

していく。 
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〈現状〉 

〇R６学校自己評価「あいさつができる」の質問

に肯定的な回答をする割合は、児童±0p・保護者

2.6p減・教職員 3p減・地域±0pであった。 

〇地域・保護者に向けて 50周年記念行事等を公開

し、参加者から好評な意見がもらえた。 

〈課題〉 

〇あいさつの励行は、特別活動部を中心に継続し

て地域･中学校と連携して取り組んでいく。 

〇学校運営協議会で、学校での児童の活動の様子

がもっとわかるようにしてほしいというご意見を

いただいた。 

〇地域・保護者

と連携した「笑

顔あふれる」あ

いさつの励行 

〇おはよう活動を１学期は学級単位で、

２学期は縦割り異年齢グループと地域

(育成会)で、３学期は児童会と中学生徒

会で実施する。 

 

〇R7学校自己評価｢あいさつができる｣の

質問に肯定的な回答をする児童・保護

者・教職員・地域の方々の割合が R6 よ

り増えたか。 

〇地域･中学校と連携してのあいさつ運

動を各学期 1回以上実施できたか。 

○｢あいさつができる｣の質問に児童は R6よ

り肯定的な回答の割合が高くなっている

が、地域の方々から改善の意見が多い。 

○中学校の生徒会と連携したあいさつ運動

が２回、育成会も複数回「あいさつキャ

ンペーン」中に参加いただいた。 

Ｂ 

○「あいさつキャンペーン」はクラスご

とや異学年のグループごとに実施で

き、中学生や育成会の参加もいただけ

たが、「学校でも地域でも自分から明

るく」できるよう地域やＰＴＡの協力

もお願いしていく。 
 

○あいさつキャンペーン等にも

力を入れていることが分かっ

た。当事者の評価は低くはな

い。 

○特色ある教育活動を保護者へ

公開する機会が増えたのはよ

かった。気軽に参加できるよ

うになればよい。 

○特別支援学校等、近隣施設と

連携して、交流の機会を設定

できるとよい。 

〇地域・保護者

に向けた教育活

動の公開・発信 

〇地域・保護者に向けての特色ある学校

行事・学年行事等を公開する。 

〇学校ＨＰに活動の様子を掲載する。 

〇各学年が特色ある行事を公開できた

か。 

〇公開行事参加者から肯定的な意見がも

らえたか。 

〇学校ＨＰの教育活動の様子を毎月更新

できたか。 

○学年ごとに特色ある行事や特別な授業を

積極的に公開した。金管バンドの演奏会や

音楽的行事の公開もできた。 

○参加保護者からはおおむね好評だった。 

○学校ＨＰへの教育活動の様子の写真は随

時更新した。 

Ａ 

○今年度多くの行事や授業を公開できた

が、参観人数がさらに増えるよう、早

めに日程を知らせたり、気軽に参観で

きるような体制づくりをしたりしてい

く。公開の機会もさらに増やしてい

く。 
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<現状> 

①R6 学校自己評価「安心・安全」に関する質問項

目において、肯定的な回答をした児童の割合は

８割以上の肯定的回答を得ることができた。 

<課題> 

〇安全指導の充実・徹底を図り、児童に「自分の

身は自分で守る」意識をもたせるとともに、保

護者、地域と連携しての見守り活動の一層の強

化に取り組んでいく。 

〇確実で迅速な

安全点検の実

施 

〇毎月の安全点検を行い、安全主任から

管理職までのチェック体制を確立し、不

具合等の早期対応を行う。 

 

〇安全点検が確実にかつ迅速に実施がで

きたか。 

○毎月の安全点検は確実にできた。集計し

た内容の報告や修繕の経過等もまとめ方

を見直した。必要に応じて、管理職から

市教委への修繕依頼もその都度行った。 

Ａ 

○毎月の安全点検や臨時の安全点検は、

確実に行われているが、学校予算では

難しい修繕については遅れ気味のた

め、市教委に強く働きかけていく。 

 

○学校内外の安全確保について

は、多くの関係者の協力が必

要。学校運営協議会で話し合

い、ＳＳＮ協議会で具体的な

取組にしていけるといい。 
〇安全指導の充

実・徹底 

〇引き渡し訓練、一斉下校、登校指導の

実施について改善に向けた取組の充実を

図る。 

〇R７学校自己評価における｢安心･安全｣

に関する質問に肯定的な回答をする児童

の割合が R6より増えたか。 

 

○｢安心･安全｣に関する質問に肯定的な回答

をする児童の割合はほぼ同率９４％だっ

た。 
Ａ 

○訓練等への児童の参加態度は良好であ

る。次年度は、突発的な訓練の頻度も

増やしていく。 
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〈現状〉 

〇学校課題研修も含め、教師としての資質向上に

意欲的に取り組む姿勢がある。自発的な勉強会な

ども開催している。 

〇とても熱心に教育業務に取り組むが、時間の配

分がうまくいかず、時間外勤務の規定に近い教員

もいる。 

〈課題〉 

〇時間外在校時間を意識して業務に当たるように

する。 

〇メリハリをつけて、見通しをもって業務に取り

組めるようにする。 

〇管理職との対

話を通して教職

員一人ひとりが

主体的に取り組

む個人研修の推

進 

〇教職員一人ひとりが、人事評価当初面

談時に、｢キャリア振り返りシート｣を用

いて、課題を明らかにし克服するための

研修会を管理職と話し合いながら決め、

受講する。 

〇教職員が研修会を受講し、そこでイン

プットしたスキルを授業や組織にアウト

プットできているか。（自己評価シート

の研修の成果欄の表記で確認する。） 

○当初面談の際、各教職員とキャリアアッ

プのための方策を話し合い、達成状況面

談で、その成果を確認した。多くの教職

員が研修に熱心に取り組み、外部の研修

会に参加できたものもいた。 

Ａ 

○キャリア段階での差もあるが、研修で

得たものを、自クラスの授業等で実践

するだけでなく、学校内で共有してい

けるよう、さらに促したり、機会を設

定したりしていく。 

 

○教職員の時間外勤務の縮減が

進んでいることは評価でき

る。その分、家庭に仕事を持

ち帰っていたり、しわ寄せが

他の教職員に行っていたりし

ないか教職員の声も聞きた

い。 

○時間外在校時間に着目するば

かりでなく、仕事量の軽減に

ついて評価してはどうか。 

〇時間外在校時

間を意識した勤

務への取組 

〇具体的な数値削減を意識できるように

個票に毎月の時間外在校時間を記入させ

る。 

〇ノー残業デーを水曜日に限らず、月 1

回は定時より前に休暇等を取得して退勤

する｢ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾃﾞｰ｣を設定する。 

〇全職員の時間外在校時間の平均を昨年

度の数値より減少させる。 

〇プライベートデー取得率を 90％にす

る。 

○全職員の時間外在校時間の平均は大きく減

少できた。 

○プライベートデー取得は個人差があるが、

「ふれあいの日」を作ったことで、多くの

教職員が活用できた。 

Ａ 

○単に退勤時間を早めるのではなく、教

育ＤＸを進めて業務を効率化すること

を、学校としてまた個人として進めて

いく。 
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